
参議院京都選挙区 ネット選挙解析
候補者HPの「アクセス数」の増減

倉林がスマホでのアクセスが急増。西田は微減。
増原は微増。斎藤脱落。アクセス比率は大きく変わる。

増減

西田昌司 27,100 62% 6,900 32% -30%

倉林明子 9,500 22% 13,600 63% 41%

増原裕子 1,700 4% 877 4% 0%

斎藤アレックス 5,300 12% 255 1% -11%

合計 43,600 21,632

３月～５月計 ６月



参院選 京都選挙区
各候補HPアクセス 生データ ６月



参院選 京都選挙区
各候補HPアクセス 生データ

倉林のスマホが急増

３月～５月

６ 月



参議院京都選挙区 各候補
アクセス 月平均の変化
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倉林がスマホでのアクセスが急増。
西田は微減。増原は微増。



参議院京都選挙区 各候補
「候補者名」検索キーワード 増減

検索は西田がさらに伸ばす。

３月～５月 ６月 増減

西田昌司 61.2% 89.1% 27.9%

倉林明子 9.7% 3.7% -6.0%

増原裕子 17.4% 3.1% -14.4%

斎藤アレックス 11.6% 4.1% -7.5%



候補者名 検索キーワード 生データ

６ 月

３月～５月



キーワード「西田昌司」検索後の遷移

自身のHPでなく
６８％は

wikiへ流出



キーワード「倉林明子」検索後の遷移

自身のHPで
８９％を受ける

検索が多い西田は、そのうち１６％を自身のHPへ
検索が少ない倉林はそのうち８９％を自身のHPへ
この差がアクセス数の逆転の原因



キーワード「増原裕子」検索後の遷移

５４％は批判投稿へ
Wikiに３４％。

自身のHPのSEO力
が低い



５４％はこの
批判投稿へ



倉林６月アクセス増の分析 ダイレクト率が高い



西田６月の分析 ダイレクト率が低く、検索率が多い



増原６月の分析 総数は少ないがSNS率が高い



４陣営の週ごとのアクセス変化（３月～５月）

・西田、倉林は、安定的なアクセス
・斎藤は、不出馬後にほぼ消滅



４陣営 流入元ごとの優性度（３月～５月）

ダイレクト（ブックマーク等）は西田
ヤフー、googleなどの検索も西田

Twitterは倉林64％、増原32%



４陣営のデバイス分析 ＰＣとスマホ（３月～５月）

倉林・西田は、スマホとＰＣが半々、増原はスマホが８６％
しかし、６月に倉林のスマホが急増した。



・西田はダイレクト（ブックマーク等）
・倉林は党からの流入
・増原はTwitterに強く、「検索」に弱い



検索キーワード分析（流入・３月～５月）



京都選挙区では、各陣営で性別・年齢別の特徴はない



４陣営 １人あたりのページビュー（３月～５月）

・ここでは増原は1位（4.27ページ）

ホームページ自身の質は良い。


